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主教科書をきちんと読めていますか 
熊谷市立熊谷東中学校長 伊藤 幸男 

 
日本の子どもたちの読解力に関して、国立情報学研究所の教授である新井紀子さんの著作に興味

がわく記述があります。(以下、抜粋 下線は校長) 
「中学校の授業は、国語の難解な小説や評論は別として、生徒は社会や理科の教科書の記述の意

味は読めば理解できることを前提として進められています。そうでなければ授業はなりたちませ
ん。（中略）けれども、私は、それまで誰も疑問を持っていなかった「誰もが教科書の記述は理解
できるはず」という前提に疑問をもったのです。」 
こう考えた新井氏は、中学生の読解力について本気で調査を始めます。そして、リーディングス

キルテストという基礎的読解力に的をしぼった調査を開発し、全国の学校の児童生徒や企業で働く
社会人等あわせて２５，０００人を対象にデータの収集を行ったのです。どのような内容のテスト
なのか公表されている問題のひとつを示します。 

 
 [問題]次の文を読み、メジャーリーグ選手の出身国の内訳を表す図として適当なものをすべて

選びなさい。【イメージ固定】 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
さて、正解はどれだと思いますか。中学生１２％、高校生２８％の正答率でした。衝撃的です。

④を解答した割合が高く、文中の「以外の」や「のうち」といった語句を読み飛ばすか、その使い
方がわからないのか、あるいはその両方かもしれないと筆者は分析しています。筆者が別に開発を
進めるＡＩロボットでは、まだなかなか処理できない高度な知的処理だと言いますが、私たち熊谷
東中学校の生徒にはきちんと文章を読み、その内容を正確に判断できる知識・技能を身につけてほ
しいものです。 
これまで教科書を読むことは学習の基本とされていましたが、幼い頃からの家庭教育や学校教

育で、まず丁寧な読み方指導を重視すべきであることを証明する事例だとも考えます。思考力・判
断力・表現力の基盤となる『読解力』を再点検しましょう。※[問]の正解は②です 

 

＜生徒の活躍＞ 

道の駅くまがや未来予想図 ・・・優秀賞：１年・大野さん 入選：１年・小林さん 

熊谷市新聞感想文コンクール・・・優秀賞：１年・須藤さん     

埼玉県歯・口の健康啓発標語コンクール・・・特別会長賞：２年・小島さん 

「よく噛むと 胃によし 歯によし 脳によし」 

 

メジャーリーグの選手のうち２８％はアメリカ合衆国以外の選手であるが、そ

の出身国を見ると、ドミニカ共和国が最も多くおよそ３５％である。 

＜学校教育目標＞ 

      心豊かな生徒 

主体的に学び、考える生徒 

たくましく生きる生徒 

東雲 

熊谷東中学校だより 

第６号 
志高く 

令和２年１０月２３日発行 

＜目指す学校像＞ 
生徒が「日本一だ」と誇りをもって 
卒業することができる学校 



 

 

 

起業家講座を行いました。  

 ９月２４日（金）に起業家の周東孝一さんをお招きし、３年生の生徒を対象とし 

た起業家講座を行いました。夢や目標を叶えるために、今何をすればよいのかにつ 

いてわかりやすくお話しいただきました。 

講演の中で、周東さんの会社が販売しているジンジャーの酵母の試飲やグループ 

ワークによる話し合いなどの時間もあり、２時間半の講演があっという間に感じら 

れました。当日の様子は、埼玉新聞にも取り上げられました。今は高校進学で頭の 

中はいっぱいかもしれませんが、何のために進学をするのか、受かった後何をした 

らよいのかについて考える貴重な時間になったと思います。 
 

新人体育大会が開催されました。 
 １日（木）～３日（土）にかけて、新人戦が実施されました。学総の中止や夏 

休みの部活の制限等があり、ほぼ１年ぶりの公式戦でした。練習や試合経験の不 

足、コロナへの対応等様々な不安材料もありましたが、大きな事故・ケガがなく 

終われたことに、まずは一安心しています。各部活では成果と課題を元にした練 

習がすでに始まっています。 

＜大会結果＞太字は県大会出場 

野球部⇒初戦敗退、ソフトボール部⇒優勝、サッカー部⇒２回戦敗退、 

ラグビー部⇒準優勝、男子テニス部⇒予選敗退、女子テニス部⇒団体３位、 

個人準優勝（藤井・川島組）、男子バスケ部⇒準優勝、女子バスケ部⇒３位、 

男子バレー部⇒準優勝、女子バレー部⇒３位、男子卓球部⇒予選敗退、 

女子卓球部⇒個人ﾍﾞｽﾄ 16（鈴木）、男子剣道部⇒団体２回戦敗退、 

女子剣道部⇒個人ﾍﾞｽﾄ 8（宮沢、石井）、男子柔道部⇒個人３位（細井）、 

女子柔道部⇒個人準優勝（三根）、３位（小川） 
 

体育祭が開催されました。 
７日（水）に体育祭が開催されました。競技の精選、無観客、練習時間の削減 

と例年とは様々な点で異なることがありました。さらに、予定の８日は雨予報と 

いうことで、急遽一日前倒しでの実施となりました。 

 多くの変更の中、生徒はそれぞれの種目に全力で取り組むとともに、仲間への 

多くの声援、立派な観戦態度、実行委員の責任感のある係活動等、たいへん有意 

義な体育祭になりました。 

 開会式での瀬山くんの「密にはならないけれど、濃密に」や閉会式での河野く 

んの「世界一の学校に」といった言葉には、３年生の想いがひしひしと伝わって 

きました。３０日は合唱コンクールが行われます。今回の成果・反省をもとに 

思う存分クラスの団結力を高めていってほしいと思います。 
 

制服検討委員会の立ち上げについて 
東中発足６０周年に合わせ、新制服の制作に向けた検討を始めました。令和４年度（現小５）からの導入に 

向けて、協議を進めていきます。今後、生徒・保護者・教職員へアンケートを行います。東中の魅力がさらに 

増すよう、様々なアイディアをいただければと思います。ご協力よろしくお願いします。 

また、１１月６日には、生徒会役員選挙に合わせ、東中オリジナルのゆるキャラを決める総選挙を行いま 

す。参加希望のあるクラスからの候補を募集したところ、すべてのクラスから応募がありました。東中の次の 

１０年がさらに輝かしいものとなるよう、学校全体で盛り上げていけたらと思います。 
 

充実した後期にしましょう。 

 いよいよ後期が始まりました。前期はコロナウィルスの影響で、行事の縮小・削減、日程の変更、新しい生 

活様式の導入など、誰もが初めての経験となるような大きな変化がありました。後期は、こうした変化を受け 

入れ、勉強に部活動に学校行事にと、じっくり腰を据えて取り組む時期となります。３月によい形で卒業・進 

級できるよう、目標を立て、その実現に向けて充実した生活を心がけましょう。 


